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Q　市民病院緩和ケア科における支援は？
A　緩和ケア病棟では、がん患者の痛みや苦しみを和
らげ生活の質の向上を目的に、医師・看護師・薬剤師・
ソーシャルワーカー・管理栄養士などが連携して医療
やケアを行っている。同様に、一般病棟でも痛みのコ
ントロール、精神科医による心のケア、療養場所の調
整、終末期の諸問題に対応している。また、院内に情
報発信コーナーを設置し、がんに関する情報を発信し
ている。
要望　病院2階の情報発信コーナー(わらん)には当事
者向け、家族向け、思春期の子どもにどう伝えるのか
など様々なリーフレットがある。ぜひHPで周知すべき。
「がんママカフェ」など、当事者団体のチラシも置け
るよう要望した。

市民病院の小児病床数を増やして

一般質問より

A　授業を行う際には、児童生徒の家族にがん患者がい
ることを把握しているいないに拘らず、配慮すること担
っている。小児がんの当事者や、家族にがん患者がいる
場合は、担任や養護教諭、スクールカウンセラーなどへ
の相談を促したり、家庭へ連絡をして状況を確認するな
ど、家庭と児童・生徒に寄り添う対応をしている。
要望　診断を受けたあとの身体や心の不安、日常生活に
どう影響するのか、そこに寄り添って欲しいというのが
当事者の思い。特に子育て中であれば、自分自身だけで
なく子どものケアもある。治療を継続しながら自分らし
く、地域社会で生活できるような支援の拡充を強く求めた。

まちだ市民クラブ会派 市議会議員

Q　2025年４月に東京都カスタマー・ハラスメント※
防止条例が施行されたが、町田市の状況は？
　※カスタマーハラスメントとは顧客等から就業者に対　
　する不当な要求、暴言といった著しい迷惑行為のこと。
A　2015年に整備した「町田市不当要求行為等対応
マニュアル」で適正に対処している。2024年６月、
2025年５月に資料編を改訂し、無断で撮影された写
真・動画等をSNS、動画共有サイトへ投稿された際
の対応、出先機関の退去命令の発令権者の見直しな
どを加筆している。毎年１回町田市不当要求行為等
対策本部会議を開催し、実態把握に努めている。

町田市の職員をカスハラから守るために

Q　新型コロナ感染病床確保のため2021年に小児病
床数を減らしたままだが、市民や市内小児科医師から
病床増を求める声がある。増やすべきではないか？
A　2021年10月、2023年５月に病床再編し、小児病
棟の利用状況から34床を25床(一般小児病床13床、
後方支援病床12床）にした。2024年度の病床利用率
は43％で、小児病棟の病床を増やす予定はない。
Q　一般小児病床13床の利用率は2021年度68.1％、
2022年度86.4％、2023年度77.8％。小児病床満床
のため、他院への入院をお願いする期間があった。
（病院年報より）やはり増やすべきでは？
A　感染症流行期に満床になることはある。その場合
は、中学生以上の患者を一般病棟で受け入れるなど、
院内で調整している。

Q　本庁舎と出先機関全ての電話機にナンバーディス
プレイ機能と録音機能をつけるべきではないか
A　電話機は施設ごとの管理で、それぞれ仕様が違う。
市庁舎の電話機はナンバーディスプレイの機能はある
が録音機能は無く、後付けしたものもある。カスハラ
対策としては一定の効果があると認識している。長所
と短所をふまえ、電話設備の更新時期を捉えて検討が
必要と考えている。
要望　カスハラに対する市の姿勢をHPなどに明記し、
電話機の機能を充実させるよう求めた。

要望　「ヨーロッパ子どもの病院
憲章〜子どもの病院が備えるべき
環境の必要条件 10か条〜」には
『子どもは同年代の子どもたちと
共に療養できる環境を提供される
べきであり、成人病棟に入院させ
られるべきでない』とある。「子育て世代から選ば
れるまち」を目指す町田市としては、地域の子ども
は地域の病院に入院できるよう小児病床数を増やす
ことを求めた。

2025年 町田市議会第2回定例会

笹倉みどり 市議会レポート

Q　小中学校ではがん教育を行っているが、家族が治
療中だったり、家族を亡くした子どももいる。配慮して
いることは？

がん患者とその家族支援の強化を求めて

　多文化共生について、これまで
議会で取り組んできた私にとって、この選
挙期間中の外国籍の人へのヘイトスピーチ、
差別的、排外的な主張に怒りを覚えます。
「外国人」さえいなければ全てが解決するか
のように信じ込ませ、分断を煽る政治家が
幸せな社会を作れるとは思いません。違う
背景を持つ一人ひとりが共存していく道を
丁寧に考えることをあきらめない！
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